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生ごみの発酵状態

２．授産種目にＥＭ導入               

ＥＭの用途
　「ひまわり」は、昭和52年３月に
「共同作業所つくし園」として開所
したのが始まりで、平成２年10月
には第２つくし園を開設しまし
た。発足当時７人だった利用者も
40人以上になり、建物が手狭に
なったうえ、設備も不十分であっ
たことから、平成17年７月に施設
を新築、授産施設「ひまわり」に名
称を変えて再オープンしました。
新しい建物には授産種目にあわせ
た工房が設けられ、個々の能力に
応じた技術の習得と専門性を加味
した指導が行えるようになりまし

た。中でもＥＭボカシづくりを始
めとするＥＭを活用した作業は、
利用者の誰もが容易に参加でき
て、さらに応用範囲が広いことか
らいろいろと挑戦しています。Ｅ
Ｍを活用した作業には以下のもの
があげられます。
① ＥＭボカシⅠ型製造
② ＥＭボカシⅡ型製造
③ ＥＭ生ごみ発酵肥料づくり
④ 無農薬野菜栽培
⑤ 枯れ草堆肥づくり
⑥ ＥＭ活性液製造
⑦ ＥＭボカシ入浴剤製造
⑧ ＥＭ廃油石けん・粉石けんづくり

⑨ プール清掃

ＥＭとの出会い
　ＥＭとの出会いは平成９年で、
島根環境浄化を進める会の指導を
受けてＥＭボカシづくりをスター
トしました。すでに県下にある知
的障害者更生施設「桑の木園」が、
ＥＭボカシづくりに取り組んでい
て、その後も自然養鶏や廃油石け
んづくり、給食生ごみ回収などに
ＥＭを導入して地域社会との接点
を広げていることは、私たちに
とって大きな励みと刺激を与えて
くれています。

　大田市は島根県の東西の中央部
に位置し、出雲市に隣接していま

す。16世紀前半から20世紀前半に
かけては、日本史上最大の銀鉱山
であった石

いわ
見
み
銀山の繁栄と共に市

場町として賑わっていました。石
見銀山（遺跡）は、平成19年７月２
日に日本で14番目、鉱山・産業遺跡
としては初の世界遺産に登録さ
れ、以来世界中の注目を集めるよ
うになっています。
　知的障害者通所授産施設「ひま

わり」は、大
だい
山
せん
隠
お
岐
き
国立公園に属

する三
さん
瓶
べ
山の南東部に位置し、自

然に恵まれたところにあります。

知的障害者通所授産施設ひまわり

ＥＭ活性装置 ＥＭ活性液 ＥＭ生ごみ発酵肥料づくり
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の概要                     
知的障害者通所授産施設ひまわり 島根県大田市 主任指導員　雲石 和仁
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